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全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

五
月
二
十
三
日
（
土
）
よ
り
県
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
、
第
六
十
六
回
山
口
県
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
「
叶
え
た
い
夢
が
あ
る　

今
、
仲
間
と
共
に
か
け
あ
が
れ
！
」

に
お
い
て
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
の
木
村
結
さ
ん
（
Ｇ
三
年
・
柳
井
中
学
校
出
身
）
が
フ

ル
ー
レ
と
サ
ー
ブ
ル
の
二
種
目
で
優
勝
し
、
平
成
二
十
七
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
「
２
０
１
５
君
が
創
る
近
畿
総
体
」（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
へ
の
出
場
を
決
め
ま

し
た
。
こ
れ
で
木
村
さ
ん
は
、
三
年
連
続
の
出
場
に
な
り
ま
す
が
、
過
去
の
二
年
は
、

ベ
ス
ト
３
２
で
、
悔
し
い
結
果
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
日

本
一
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
な
お
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技

は
、
八
月
七
日
（
金
）
か
ら
奈
良
県
桜
井
市
の
桜
井
市
芝
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
荒
川
廣
貴
君
（
Ｇ
Ｂ
一
年
三
組
・
柳
井
西
中
学
校
出
身
）

が
八
十
四
㎏
級
で
決
勝
ま
で
進
み
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
準
優
勝
に
な

り
ま
し
た
。
荒
川
君
は
、
六
月
二
十
日
（
土
）
か
ら
島
根
県
隠
岐
の
島
で
行
わ
れ
る
中

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
悔
い
の
な
い
試
合
を
し
て
き
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

フェンシング部

Ｇ３
柳井中学校出身

青春部活の天使たち
山口県総合体育大会結果

　５月２９日（金）　俵田翁記念体育館
　　１回戦　本校　２（２５－　９　２５－１３）０　新南陽高校
　　２回戦　本校　２（２５－１０　２５－１１）０　宇部中央高校
　５月３０日（土）　西部体育館
　　３回戦　本校　０（２３－２５　２１－２５）２　慶進高校

　５月３０日（土）　山口高校
　　１回戦　本校　３６　－　８８　萩高校

　５月３０日（土）　西京高校
　　１回戦　本校　６１　－　９７　西京高校

　５月３０日（土）・３１日（金）　岩国工業高校
　　団体戦　男子　３位
　　　　　　女子　３位

　　個人戦　フルーレ・女子　１位　木村結
　　　　　　エペ・女子　　　２位　森重紗樹
　　　　　　サーブル・男子　２位　青山凌太
　　　　　　　　　　　女子　１位　木村結

　５月３０日（土）・３１日（日）　山口県スポーツ交流村
　　団体戦　４位

　　個人戦　８４Ｋｇ級　２位　荒川廣貴　※中国大会出場
　　　　　　８４Ｋｇ級　３位　田邊淳史

　５月３０日（土）・３１日（日）　宇部マテフレッセラテニスコート
　　団体戦　１回戦　本校　３　－　０　宇部西高校
　　　　　　２回戦　本校　０　－　３　徳山商工高校

　　個人戦　照永・弘中ペア　　１回戦敗退
　　　　　　松岡・佐久間ペア　２回戦敗退
　　　　　　南・古垰ペア　　　２回戦敗退

　５月３０日（土）・３１日（日）　キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター
　　男子団体　予選敗退
　　女子個人　予選敗退

 　５月２３日（土）　県立おのだサッカー交流公園
 　　１回戦　本校・岩国総合合同チーム　０　－　７　野田学園高校

インターハイ出場 木村 結祝

レスリング部 女子バレーボール部

サッカー部 弓道部

ソフトテニス部 男子バスケットボール部

女子バスケットボール部
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　１日 (水 )　期末考査（３日目）

　２日 (木 )　期末考査（４日目）

　３日 (金 )　期末考査（５日目）、救命講習（Ｎ３）

　４日 (土 )　模試（Ｎ３）

　５日 (日 )　全商ビジネス文書実務検定（Ｂ３）

　６日 (月 )　追試（７日まで）、ボランティア（Ｂ３－２）

　７日 (火 )　大学等見学会（Ｇ３、Ｂ３、Ｎ３）

　９日 (木 )　市内清掃、壮行式、学校保健委員会

１０日 (金 )　服のチカラプロジェクト講演会、漢字検定

１１日 (土 )　模試（全Ａ）、国体最終予選【ソフトテニス部】

　選手権山口大会【硬式野球部】（２６日まで）

１２日 (日 )　国体予選【レスリング部】

　全商ビジネスコミュニケーション検定（Ｂ３）

１３日 (月 )　学期末清掃、頭髪服装指導

１４日 (火 )　保護者懇談会（１６日まで）

１５日 (水 )　登校指導

１６日 (木 )　隊別集合

１７日 (金 )　終業式、計算競技大会

１９日 (日 )　光柳井地区サマーコンサート【吹奏楽部】

２１日 (火 )　事前指導（Ｎ１、Ｎ３）、課外（Ｎ３、全Ａ、２５日まで）

２２日 (水 )　実習（Ｎ１）、実習（Ｎ３、３０日まで）

２３日 (木 )　事後指導（Ｎ１、２４日まで）

２８日 (火 )　勉強合宿（全Ａ、３０日まで）

３１日 (金 )　登校日、事後指導（Ｎ３）

※１学期行事予定表及び年間行事予定表は、本校のホームページ　

　からご覧いただけます。
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各コースの略称は以下のようになっています。
 Ａ ：普通科アドバンストコース　ＧＢ：普通科グローバルビジネスコース
 Ｇ ：普通科グローバルコース　　Ｂ ：普通科ビジネスコース　　Ｎ ：衛生看護科 

６月１２日（金）に予定していましたクラスマッチは、吹奏楽部の山口県総合文化祭への参加を
配慮して、６月１５日（月）に変更になりました。
７月号は、７月の中旬配布予定です。選手権大会への意気込みを予定しています。

　

六
月
八
日
（
月
）
に
性
に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
『
い
の
ち
の
応
援
舎
』
の
山
本
文
子

さ
ん
に
来
校
い
た
だ
き
、
「
い
の
ち
と
性
の
話
」
の
演
題
で
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
人
を
愛
す
る
こ
と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
知
ら
な
い
こ
と
は
恐
ろ
し
い
こ
と
な
ど
を
ご
自
身
の

経
験
を
基
に
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
会
っ
た
高
校
生
に
命
は
あ
っ
た
か
い
こ
と
を
気
づ
か
さ
れ
、
冷
た

く
な
っ
た
命
は
二
度
と
温
か
く
は
な
ら
な
い
、
辛
い
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
乗
り
越
え
て
、
親

以
上
、
親
を
追
い
越
す
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
と
話
を
さ
れ
、
最
後
に
、
「

愛
し
合
っ
た
二
人
に
と
っ
て
、
性
は
自

分
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
全
身
で
実
感
し
確
か
め
る
こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら
し
い
も
の
。
愛
す
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
深
く
考
え
、
今
を
大
切
に
し
て
生
き
て
下
さ
い
」
と
話
を

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
を
代
表
し
て
藤
本
悟
志
君
（
Ｎ
三
・
柳
井
中
学
校
出
身
）
が
「
性
に
つ
い

て
知
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
だ
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な

こ
と
も
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
命
を
守
る
行
動
を
し
、
命
を
咲
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
講
演
で
感
じ
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

　

六
月
五
日
（
金
）
に
生
徒
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
よ
り
よ
い
学
校
作
り
の
た
め
に
有

意
義
な
意
見
を
」
と
生
徒
会
長
の
藤
本
悟
志
君
（
Ｎ
三
・
柳
井
中
学
校
出
身
）
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
議
長
に
西
田
勇
也
君
（
Ｇ
三
・
兵
庫
県
出
石
中
学
校
出
身
）、
副
議
長
に
重
岡
美
月

さ
ん
（
Ａ
三
・
岩
国
西
中
学
校
出
身
）
が
選
出
さ
れ
、
昨
年
度
の
生
徒
会
活
動
報
告
、
決
算

報
告
、
今
年
度
の
生
徒
会
活
動
予
定
、
予
算
案
審
議
、
学
校
へ
の
要
望
事
項
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

学
校
へ
の
要
望
事
項
で
は
、
ク
ラ
ス
の
意
見
を
代
表
者
が
発
表
し
て
他
の
生
徒
を
納
得
さ

せ
る
姿
も
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
、
学
校
へ
の
要
望
事
項
で

賛
成
の
多
か
っ
た
要
望
事
項
は
、
ク
ラ
ス
や
賛
成
反
対
の
意
見
を
元
に
職
員
会
議
で
先
生
方

に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
ま
す
。
生
徒
の
意
見
を
少
し
で
も
多
く
反
映
し
、
よ
り
よ
い
学
校
を
作
っ

て
い
き
、
生
徒
た
ち
も
自
ら
よ
り
よ
い
学
校
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

生
徒
総
会

よ
り
よ
い
学
校
作
り
の
た
め
に

　

六
月
五
日
（
金
）
に
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、

進
路
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
学
問
へ
の
興
味
・
関
心
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
自
身
の

進
路
設
計
を
早
期
か
ら
行
い
、
目
的
意
識
を
高
め
る
と
共
に
、
そ
の
実
現
の
た
め
主
体
的
に

努
力
す
る
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
寸
劇
を
交
え
た
全
体
会
と
興
味
の
あ
る

分
野
の
大
学
や
専
門
学
校
に
分
か
れ
て
の
模
擬
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
正
社
員
と
フ
リ
ー
タ
ー
の
違
い
や
働
く
こ
と
の
意
義
を
テ
ー
マ
に
、
生
涯

賃
金
や
保
険
の
話
、
働
き
続
け
る
こ
と
の
意
味
や
働
く
こ
と
で
の
や
り
が
い
を
寸
劇
で
分
か

り
や
す
く
演
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
模
擬
授
業
で
は
、
大
学
や
専
門
学
校
の
方
に
来
校
し

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
徴
や
特
色
を
出
し
た
模
擬
授
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

授
業
を
受
け
た
生
徒
も
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
こ
の
他
に
も
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
学
校
見
学
を
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒

の
皆
さ
ん
は
、
自
分
自
身
の
進
路
決
定
の
た
め
に
も
こ
れ
ら
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
活
用
し

て
、
早
い
段
階
で
の
進
路
決
定
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

幅
広
い
進
路
選
択
を

　
　

六
月
七
日
（
日
）
に
柳
井
市
の
南
浜
グ
ラ
ン
ド
を

メ
イ
ン
会
場
に
し
て
、
２
０
１
５
年
山
口
県
総
合
防
災

訓
練
～
「
た
す
け
あ
い　

お
お
き
な
輪
に
な
れ　

ぼ
く

の
ま
ち
」
～
が
開
催
さ
れ
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
生
徒
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
訓
練
は
、
２
０
１
５
年
山
口
県
総
合
防
災

訓
練
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
行
事
で
、
住
民
・
地
域

団
体
と
県
・
市
町
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
が
協
働
し
た

総
合
的
な
防
災
訓
練
で
す
。
今
回
は
、
大
規
模
な
土
砂

災
害
と
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す
る
巨
大
地
震
が
発

生
し
津
波
が
到
達
す
る
と
い
う
災
害
想
定
で
行
わ
れ
、

レ
オ
ク
ラ
ブ
の
生
徒
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
り
倒
壊
家
屋
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
た
負
傷
者

役
と
し
て
参
加
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、
訓
練
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
緊

迫
感
の
中
で
救
助
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
参
加

し
た
生
徒
は
衛
生
看
護
科
の
生
徒
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

災
害
時
の
救
急
医
療
活
動
を
肌
で
感
じ
た
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
将
来
の
医
療
業
務
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。 山

口
県
総
合
防
災
訓
練

性
に
関
す
る
講
演

産
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

倒壊家屋周辺からの避難中 マイクロバスから救助活動

本格的な訓練も行われました トリアージをされた生徒たち


